
達成状況の評価

団体所管課の評価

区が外郭団体に求めるもの

※計画期間は５年間（令和２～６年度）、後期年度別計画は２年間
（令和５～６年度）

取り組みを進めるうえでの「基本的方針」

　・区政を担うパートナーとして、行政を補完・代替する役割を果たし、区の文化芸術施策と連携・協力
し、区政に貢献する。

　・収益事業の実施や外部資金の獲得などの自主財源の確保に努め、事業活動に再投資し、活動の幅
を広げる。

　・各施設が魅力ある事業展開と円滑な施設運営を行い、効果的・効率的に事業を実施できるよう組織・
人員体制を再編する。

団体の目指す将来像

　区との密接な連携のもと、文化芸術施策の一翼を担い、公益財団法人ならではの柔軟性・専門性・公
共性を生かした事業が展開されている。
　区の外郭団体としての一貫性や継続性の強みを発揮しながら、区に居住する音楽家や芸術家、区民
の多彩な文化活動などとつながり、連携、協働して魅力的な文化芸術事業が展開されている。

　外郭団体は、経営計画の取組や達成状況を毎年度、評価する。団体が行う達成状況の評価
は、つぎの３段階で評価する。
「Ａ」　計画以上に進んだもの
「Ｂ」　概ね計画どおりのもの
「Ｃ」　計画どおりに進んでいないもの

　団体所管課は、年度終了後、団体の取組や達成状況などから、年度の評価を行う。

地域文化部文化・生涯学習課

練馬区外郭団体中期経営計画の達成状況

公益財団法人　練馬区文化振興協会 団体所管課団体名

経営計
画期間

令和 2 年度 ～ 6 年度

　区との密接な連携のもと、区の文化芸術施策の一翼を担い、公益財団法人ならではの柔軟性・専門
性・公共性を生かした事業を展開すること。
　区立施設の指定管理者として、施設間の連携を図りながら適切な管理運営を行うこと。

第５号様式



団体の達成
状況の評価

A
計画以上に進んだ

Ｂ

概ね計画どおり

備考

生涯学習センター、関区
民ホール、光が丘区民
ホールで実施し、身近な場
所で気軽に音楽を楽しめ
る機会を提供した。

石神井松の風文化公園管
理棟、関区民ホール、光が
丘区民ホールで実施し、
引き続き身近な場所で気
軽に音楽を楽しめる機会
を提供した。

実績 ３ヵ所 ３ヵ所

目標②
音楽を誰もが身近に楽しめる取組
拠点３ヵ所（5年度）、拠点４ヵ所（６年度）

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

２ヵ所 ３ヵ所 ４ヵ所

備考

令和３年度に続き２公演を
実施。両公演ともチケット
は完売し、来場者数は増と
なった。アンケートの母数
が増えたため、満足度は
若干下がったが、ミュンヘ
ン国際音楽コンクール優
勝者による質の高いコン
サートを実施するなど、両
公演とも好評を博した。

練馬文化センターが大規
模改修工事による休館の
ため、代替として大泉学園
ホールを使用し、「フレッ
シュ名曲コンサート」（室内
楽・１日２公演）を実施し
た。フランス音楽、ドイツ音
楽をテーマにするなどの工
夫により好評を博し、昨年
度よりも満足度が上がっ
た。

実績 90.3% 91.4%

団体の達成
状況の評価

Ｂ

概ね計画どおり

Ｂ

概ね計画どおり

事業１ 練馬文化センター/大泉学園ホール

取組内容

①著名なオーケストラ・演奏家によるクラシックコンサートを練馬文化センターで定
期的に実施する。
②感染症対策のため実施を見送っていたアトリウムミニステージを再開させるとと
もに、区内各所に拠点を設け、区民に身近な場所で気軽に音楽に触れられる機会
を提供する。
③「能と狂言シリーズ」（新規）、「万作・萬斎狂言の会」、狂言師派遣事業、 能楽師
派遣事業（令和４年度開始）を実施する。
④区民等に対して、幅広い分野の公演事業の機会を提供するため、施設の稼働
率を向上する。

目標①
質の高いクラシックコンサートの実施
アンケートにおける来場者の満足度95.0%

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

95.0% 95.0% 95.0%



団体の達成
状況の評価

C
計画どおりに進んでいない

―

備考

練馬区方針に基づく新型コロ
ナウイルス感染症対策を講じ
ながら館運営を行ったが、出
演者の罹患や学校関係のキャ
ンセル等により目標には至ら
なかった。なお、稼働率は大
規模改修工事による休館のた
め、10月15日までのものであ
る。

大規模改修工事により5年
度中は休館のため、実績
はなし。

78.0%

実績 66.0% ―

目標④-1
ホール利用の促進（練馬文化センター大ホール）
ホール稼働率78.0%

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

78.0% ―

団体の達成
状況の評価

Ｂ

概ね計画どおり

Ｂ

概ね計画どおり

備考

新型コロナウイルス感染症
の感染状況を踏まえ、狂
言師派遣事業は去年同様
５校で実施。一方で、能楽
師派遣事業を新たに開始
し、２校にて実施した。

狂言師派遣事業は、昨年
度より１校増え６校で実
施。能楽師派遣事業は昨
年同様に２校で実施した。
引き続き子どもが能・狂言
を体験する機会を提供し
た。

実績 ７校 ８校

目標③-2
能・狂言公演の定期的な実施、子どもが能・狂言を体験する機会の提供（学校へ
の狂言師派遣事業・能楽師派遣事業）年間８校

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

10校 ８校 ８校

団体の達成
状況の評価

Ｂ

概ね計画どおり

Ｂ

概ね計画どおり

備考

大規模改修工事に伴い、
練馬文化センターが10月
15日より休館となったた
め、5月11日に１公演実施
した。

大規模改修工事により5年
度中は休館のため、実績
はないが、能・狂言に関連
する事業として、武蔵大学
にて「伝統文化記録映画
『野村万作から萬斎、裕基
へ』上映会＆トークショー」
を開催し、定員を超える申
込となるなど、好評を博し
た。

実績 １公演 １公演

目標③-1
能・狂言公演の定期的な実施、子どもが能・狂言を体験する機会の提供（能・狂言
公演）年間2公演

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

２公演 ― ２公演



取組内容の評価（令和５年度）

団体

大規模改修工事により文化センターは休館となったが、代替として大泉学園ホールで
のクラシックコンサートや武蔵大学での能・狂言に関連する映画上映会・トークショーを
実施したほか、引き続き音楽を誰もが身近に楽しめる機会を提供する拠点事業や学校
への狂言師・能楽師の派遣事業を行うなど、できる限り質の高いイベントを実施した。文
化センターの大規模改修工事については、所管課と情報共有を行い、工事の進捗状
況を把握し、再開後の施設運営等の準備を着実に進めた。
大泉学園ホールの稼働率については、全体で88％であったが、土日祝日利用の稼働
率は96%と高い利用となった。引き続き、利用促進に向けて取り組み、稼働率の向上を
図っていく。

事業
所管課

文化センターが休館中であっても、大泉学園ホールでのクラシックコンサートや武蔵大
学での映画上映会・トークショーを実現し、好評を博したことを評価する。あわせて、区
内のホール等を活用した、身近に音楽を楽しめる機会の提供や、狂言師・能楽師派遣
事業などの取組を着実に進めた。
また文化センターの改修工事にあたっては、区との密接な連携により開館準備に努め、
遅滞なく再開に向けた準備を整え、リニューアル記念事業の実施につなげたことを評価
する。

団体の達成
状況の評価

Ｂ

概ね計画どおり

Ｂ

概ね計画どおり

備考

出演者やスタッフの新型コ
ロナウイルス感染症罹患に
よるキャンセル等があった
が、令和元年度実績程度
の稼働率まで回復した。

全体の稼働率は88%であっ
たが、土日祝日利用の稼
働率は96%と高い利用とな
り、昨年度を上回る稼働率
となった。

実績 87.0% 88.0%

目標④-3
ホール利用の促進（大泉学園ホール）
ホール稼働率93.0%

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

93.0% 93.0% 93.0%

団体の達成
状況の評価

C
計画どおりに進んでいない

―

備考

練馬区方針に基づく新型コロ
ナウイルス感染症対策を講じ
ながら館運営を行ったが、出
演者の罹患や学校関係のキャ
ンセル等により目標には至ら
なかった。なお、稼働率は大
規模改修工事による休館のた
め、10月15日までのものであ
る。

大規模改修工事により5年
度中は休館のため、実績
はなし。

84.0%

実績 72.0% ―

目標④-2
ホール利用の促進（練馬文化センター小ホール）
ホール稼働率84.0%

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

84.0% ―



団体の達成
状況の評価

Ｂ

概ね計画どおり

Ｂ

概ね計画どおり

備考

美術館リニューアルに合
わせたデータベースの更
新に向け、収蔵庫の整理
に着手した。

引き続き美術館リニューア
ルに向けて、収蔵作品の
デジタル画像の整理を
行った。

実績 検討 実施

目標②-1 収蔵コレクションの整理・活用（収蔵コレクションの整理）

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

検討 実施 実施

備考

コロナ禍の影響もあり、来
館者数は横ばいだった。
展覧会のうち３つの企画
展については、いずれもメ
ディアに取り上げられ、日
本の中のマネ展は（一社）
日本アート保存協会の秀
逸企画賞を受賞するな
ど、注目度の高い展覧会
となった。広報について
も、SNSだけでなく、新た
にGoogle広告を実施する
など、積極的に取り組ん
だ。

区の‘ねりま推し‘の牧野
富太郎に合わせた「植物
と歩く」展など、当館独自
の企画性に富んだ５つの
展覧会を開催した。若年
層向けの展覧会動画の作
成やチラシの新たな配架
先の開拓など、展覧会の
テーマに合わせて興味・
関心のある層へのPRに取
り組んだ。
来館者数は減少してし
まったが、現代アート「宇
川直宏展」では、初めて美
術館に訪れた方や若年層
を中心とした新たな客層
の来館にはつながった。

実績 78,254人 74,670人

団体の達成
状況の評価

C
計画どおりに進んでいない

C
計画どおりに進んでいない

事業２ 美術館

取組内容

①充実した展覧会と効果的な広報活動を実施することで来館者数の増加につな
げる。
②美術館活動の質を高めるため、収蔵コレクションを整理し、活用する。
③再整備に向け、収蔵品の移転や休館中の事業活動について検討する。

目標①
美術館の認知度の向上および来館者数増に向けた取組
来館者数110,000人

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

110,000人 110,000人 110,000人



取組内容の評価（令和５年度）

団体

区の‘ねりま推し‘の牧野富太郎に合わせた「植物と歩く」展など、当館独自の企画性
に富んだ５つの展覧会を開催できた。その評価として、「大沢昌助展」での芸術文化
振興基金などの助成金の獲得や「宇川直宏展」をはじめとして新聞や雑誌などの各
種メディアで多く取り上げられた。また、現代アート「宇川直宏展」では、初めて美術館
に訪れた方や若年層を中心とした新たな客層の来館につながった。しかし従来の来
館者層の集客がふるわず、来館者数目標には達しなかった。
引き続き集客性の高い企画とともに質の高い独自性のある企画を組み合わせ、展覧
会ごとに広報計画を立て、より効果的な広報を早期から実施するなど、広報活動を充
実させ来館者数の増を目指す。
再整備後のアーカイブの構築・活用のため、収蔵作品のデジタル画像の整理を行っ
ている。併せて再整備に向けて休館中の事業活動等の研究・検討を開始した。

事業
所管課

企画性に富んだ展覧会の実施と同時に、企画ごとに興味関心のある客層に合わせて
広報物の配架先を開拓するなどの工夫を行い、若年層を中心とした新しい客層の獲
得につなげた。
また、３つの展覧会で収蔵コレクションを活用し広く周知を図るとともに、収蔵作品の
デジタル画像の整理に取り組み、収蔵コレクションの整理・活用を精力的に進めてい
る。
美術館の再整備に向け、区との休館中の活動の協議・検討を進めるとともに、収蔵作
品のデジタル画像の活用の研究も適切に取り組んでいる。

団体の達成
状況の評価

―
Ｂ

概ね計画どおり

備考 ―

休館中の事業活動等につ
いて研究・検討し、区と協
議を開始した。

検討

実績 ― 検討

目標③ 休館中の事業活動等の検討

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

― 検討

団体の達成
状況の評価

Ｂ

概ね計画どおり

A
計画以上に進んだ

備考

「時代を映す絵画たち」、
「平子雄一×練馬区立美
術館コレクション」を開催。
現代作家とのコラボレー
ションなど、収蔵作品を活
用する新たな取組を行っ
た。

「大沢昌助展」、「植物と歩
く」展、「古賀忠雄展」の３
つの展覧会において、収
蔵コレクションを活用し、
多彩なコレクションを紹介
した。

２回

実績 ２回 ３回

目標②-2
収蔵コレクションの整理・活用（収蔵コレクションを活用した展覧会の開催）
展覧会の開催2回

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

２回 ２回



団体の達成
状況の評価

C
計画どおりに進んでいない

C
計画どおりに進んでいない

備考

コロナ禍の中ではあった
が、事業の中止等はなく、
団体見学の入場者数が回
復したことにより、来館者
数は前年度よりも増加し
た。

館長のネットワークを活か
した著名な漫画家による
デジタルスタンプラリーの
ほか、夏休みのクイズラ
リーや企画展でのキー
ワード探しなど、来館を促
す取組を実施し、前年度
よりも来館者数を増加させ
ることができた。

実績 158,162人 162,752人

目標①-2
来館者数増に向けた取組（来館者数）
来館者数206,000人

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

206,000人 206,000人 206,000人

備考

３つの企画展では、新出
資料の展示など、館蔵資
料を活用し満足度向上に
努めた。「昭和初期の練
馬ライフ」は8,000人近い
観覧者を得るとともに、ア
ンケートには「期待以上の
展示だった」「練馬区の歴
史がよくわかった」等の声
が寄せられた。

「ナニコレ!?ねりまコレク
ション」展でクイズ形式で
楽しみながら観覧してもら
えるよう展示を工夫した。
また「産業で振り返る練馬
の近代」展や「田中小実
昌」展では新出資料を展
示するなどの取組を行
い、昨年度を上回る満足
度となった。

実績 92.7% 94.4%

団体の達成
状況の評価

Ｂ

概ね計画どおり

Ｂ

概ね計画どおり

事業３ 石神井公園ふるさと文化館

取組内容

①展覧会、各種事業の内容を充実し、魅力をアップし、満足度を高める。効果的
な広報活動を行い、団体見学等を積極的に受け入れる。
②館が所蔵するアニメ資料の活用や、区ゆかりの漫画家との連携事業の実施
に向け、検討を進める。
収蔵資料の調査・研究を進め、企画展や常設展示で活用する。
収蔵資料の活用および館の知名度向上のため、他施設での展示を行う。

目標①-1
来館者数増に向けた取組（来館者満足度）
来館者の満足度95.0%

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

95.0% 95.0% 95.0%



団体の達成
状況の評価

―
Ｂ

概ね計画どおり

備考 ―

文化センターでの収蔵資
料の活用を検討した。

実施

実績 ― 検討

目標②-2 収蔵資料の積極的な活用（他施設での展示）

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

― 検討

団体の達成
状況の評価

―
Ｂ

概ね計画どおり

備考 ―

収蔵資料を中心に企画し
た「産業で振り返る練馬の
近代」展、「田中小実昌」
展、「ナニコレ!?ねりまコレ
クション」展の調査・研究
の成果を活かし、アニメ・
漫画資料を含め約110点
の収蔵資料を常設展示で
活用した。

実施

実績 ― 実施

目標②-1 収蔵資料の積極的な活用（常設展示での活用に向けた調査・研究）

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

― 実施

団体の達成
状況の評価

―
A

計画以上に進んだ

備考 ―

学校への働きかけにより、
区立の全小学校が社会科
見学で来館し、目標を上
回った。

6,500人

実績 ― 6,659人

目標①-3
来館者数増に向けた取組（団体見学等受入数）
受入数6,500人

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

― 6,500人



取組内容の評価（令和５年度）

団体

子どもから大人まで楽しめる「紙のおもちゃがいっぱい　北原コレクション」展をはじ
め、「ナニコレ!?ねりまコレクション」展ではクイズ形式で楽しみながら観覧してもらえる
よう展示を工夫するなど、昨年度を上回る満足度が得られ、好評を博した。
全体の来館者数は目標には達しなかったが、団体見学受入数については、区立の全
小学校が社会科見学で訪れ、目標を超える実績となった。今後もこのような取組を継
続することで、さらなる満足度および来館者数増を目指す。
企画展の調査・研究成果を活かし、アニメ・漫画資料を含め約110点の収蔵資料を常
設展示で活用した。また、文化センターでの収蔵資料展示を検討するなど、今後も引
き続き収蔵資料の積極的な活用に向けて取り組んでいく。

事業
所管課

収蔵資料を活用した企画展「ナニコレ!?ねりまコレクション」でクイズ形式のキャプショ
ンや体験型展示を実施するなどの取組により、来館者の満足度は前年を上回った。
あわせて、コロナ後の状況下で区立全小学校の社会科見学を受け入れたことなど、
目標を達成したことを評価する。
また、５年度に就任した館長のネットワークを活かし、区ゆかりの漫画家との連携によ
り、分室でのアニメ・漫画展示やデジタルスタンプラリーの実施につなげた点も高く評
価する。



財務・組織 事務局（協会本部）

取組内容

①令和３年度に策定した人材育成方針に基づき、長期的視野に立った人材育成
を実施する。
②事務局体制の強化を受けて、事務局が各館を支える具体的な体制を構築す
る。協会企画戦略会議を引き続き実施し、外部有識者の知見等を協会運営に活
用する。
③連携事業やユニバーサルデザイン（UD）等、協会全体で取り組むべき共通
テーマについて、組織を横断して一体的・積極的に取り組む。
④収益事業を引き続き実施するとともに、自主財源で行う事業実施のための更
なる基盤づくりとして、補助金・助成金、寄付金等の獲得に向けた方策を検討す
る。

目標① 長期的視点に立った人材育成（長期派遣研修の実施）

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

― 実施 実施

備考
―

文化・生涯学習課に１名、
美術館再整備担当課へ２
名職員派遣を行った。幅
広い視野や知識の習得と
ともに、情報共有の強化
などにより区と協会の円滑
な連携につながっている。

目標②-1 組織体制の強化(危機管理体制の整備)

実績 ― 実施

団体の達成
状況の評価

―
Ｂ

概ね計画どおり

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

―
組織的な連絡
体制の整備

組織的な
訓練の実施

備考 ―

緊急時に各施設と事務局
から区へ確実かつ速やか
に連絡・報告できるよう、２
ラインでの連絡体制に見
直した。
区の震災訓練にあわせ
て、所管課も参加して上
記体制による訓練を実施
した。

実績 ―
組織的な連絡

体制の整備・訓練
の実施

団体の達成
状況の評価

―
A

計画以上に進んだ



Ｂ

概ね計画どおり

備考 ―

文化政策やアートマネジ
メントの専門家とホール、
美術館、博物館のユニ
バーサルデザインをテー
マに意見交換した。

目標②-2
組織体制の強化(協会企画戦略会議の実施回数)
実施回数　年３回

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

― ３回 ３回

目標③ 共通テーマに対する一体的な取組（UDへの取組）

実績 ― ３回

団体の達成
状況の評価

―

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

―
ホームページの
英語対応の拡充

マニュアルの
整備

備考 ―

公演情報のページに英語
自動翻訳機能を追加する
改修に取り組んだ。
そのほか、「ねりぶん音楽
便」での聴覚障害者への
鑑賞サポート機器の導
入、「古賀忠雄展」での触
れることができる作品の展
示など、ユニバーサルデ
ザインの推進に取り組ん
だ。

実績 ―
ホームページの
英語対応の拡充

団体の達成
状況の評価

―
Ｂ

概ね計画どおり



目標④ 外部資金の獲得（方策の検討）

年度別
取組計画

４年度 ５年度 ６年度 年度

― 検討 検討

備考 ―

各施設の事業等への助成
金に関する情報収集や申
請時のサポートなどによ
り、美術館展覧会など５件
の助成金・補助金（4,473
千円）を得た。具体的な外
部資金の獲得の方策の検
討のため、来年度からPT
を設置し検討を行う。

実績 ― 検討

団体の達成
状況の評価

―
Ｂ

概ね計画どおり

取組内容の評価（令和５年度）

団体

文化・生涯学習課等への職員の長期派遣研修は、広い視野や知識の習得とともに、
情報共有の強化などにより区と協会の円滑な連携につながっている。
緊急時に各施設と事務局から区へ確実かつ速やかに連絡・報告できるよう、２ライン
での連絡体制に見直し、さらに訓練により実効性を検証した。
公演情報のホームページに英語自動翻訳機能を追加する改修などにより、ユニバー
サルデザインの推進に取り組んだ。
各施設の事業等への助成金に関する情報収集や申請時のサポートなどにより、美術
館展覧会など５件の助成金・補助金を得ることができた。
引き続き、これらの取組により、さらなる協会の運営および体制の強化を図っていく。

事業
所管課

区への職員派遣などの手法による長期的視点に立った人材育成や、各施設のホーム
ページでの英語対応の拡充を図った。危機管理の面でも、実態に即した訓練を行
い、幅広く協会の体制強化に努めた。
また、5件の助成金獲得など、事務局が各施設をサポートし、経営面での新たな取組
目標を達成できた点を高く評価する。


